
三
月
六
・
七
日
の
両
日
、

三
五
回
目
を
数
え
る
全
国
争

議
団
交
流
会
・
交
流
集
会
が

四
年
ぶ
り
に
福
岡
の
地
で
開

催
さ
れ
た
。
六
日
夜
に
は
福

岡
地
区
合
同
労
組
四
〇
周
年

記
念
祝
賀
会
も
催
さ
れ
、
翌

七
日
の
全
国
結
集
現
場
行
動

と
共
に
過
密
闘
争

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
た
。
南
労
会

支
部
か
ら
Ｋ
、
Ｉ

２
名
が
参
加
し
た
。

六
日
は
、
福
岡

市
の
北
東
部
、
九

州
大
学
近
く
の
箱

崎
会
館
で
主
催
団

体
の
準
備
会
議
と

分
科
会
が
行
わ
れ

た
。
第
①
分
科
会

は
「
争
議
経
験
交
流
」
。
②

「
争
議
非
合
法
化
攻
撃
に
抗

し
て
」
③
争
議
を
闘
う
合
同

労
組
運
動
」
。
各
々
十
五
～

十
八
名
が
参
加
、
報
告
と
討

論
が
行
わ
れ
た
。

第
三
分
科
会
、
東
京
銀
座

の
高
級
日
本
そ
ば
老
舗
「
利

休
庵
」
で
働
く
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ

シ
ュ
人
労
働
者
の
Ｓ
さ
ん

（
東
京
中
部
労
組
）
は
長
時

間
の
引
き
割
納
豆
作
り
な
ど

の
仕
込
み
作
業
で
右
肘
外
側

上
顆
炎
に
罹
患
。
労
災
を
認

め
ず
休
職
期
限
切
れ
解
雇
を

狙
う
店
に
対
し
、
店
主
と
慣

れ
合
う
医
師
を
変
更
し
労
災

認
定
を
進
め
な
が
ら
、
団
交

と
現
場
行
動
で
店
を
追
及
。

店
員
は
労
基
法
違
反
の
長
時

間
労
働
や
劣
悪
な
労
働
環
境

に
も
「
そ
ん
な
の
当
り
前
、

嫌
な
ら
辞
め
れ
ば
」
と
徒
弟

労
働
時
代
に
逆
戻
り
し
た
か

の
無
権
利
隷
属
を
認
め
る
発

言
。
し
か
し
毎
週
土
曜
の
午

後
、
閉
店
後
の
店
前
情
宣
で

店
員
の
意
識
も
徐
々
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
Ｓ
さ
ん
の
十

二
時
間
労
働
に
対
し
て
も
七

時
間
で
で
き
る
仕
事
で
残
業

代
は
発
生
し
な
い
と
放
言
す

る
店
、
一
月
の
労
基
立
入
り

調
査
な
ど
も
踏
ま
え
追
及
の

手
を
緩
め
ず
闘
い
た
い
と
。

そ
の
他
「
福
岡
合
同
労
組
、

天
翔
物
産
の
不
当
配
置
転
換

を
撤
回
さ
せ
有
給
休
暇
の
権

利
行
使
を
認
め
さ
せ
た
中
国

人
労
働
者
の
闘
い
」
「
東
京

三
多
摩
合
同
労
組
、
ホ
ッ
タ

精
信
堂
の
解
雇
撤
回
、
職
場
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復
帰
後
の
嫌
が
ら
せ
と
闘
う

薬
剤
師
組
合
員
の
報
告
」

「
関
西
単
一
労
組
、
阪
大
分

会
の
長
期
非
常
勤
職
員
、
解

雇
撤
回
の
闘
い
」
が
報
告
、

討
議
さ
れ
た
。

全
国
交
流
集
会
に
は
七
八

名
が
結
集
、
連
帯
挨
拶
と
し

て
、
①
死
刑
廃
止
・
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
②
き
ん
し
ゃ
い
金
曜
、

脱
原
発
③
福
岡
市
民
救
援
会

④
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
裁
判
原
告

団
の
四
団
体
が
発
言
。
基
調

提
起
を
挿
ん
で
分
科
会
報
告
、

勝
利
・
解
決
・
終
結
争
議
報

告
、
全
国
争
議
団
紹
介
、
二

本
の
決
議
文
採
択
①
戦
争
・

治
安
弾
圧
に
反
対
す
る
決
議

②
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
す

る
決
議
と
続
き
、
最
後
に
明

日
の
全
国
結
集
行
動
の
三
つ

の
現
場
行
動
の
当
該
か
ら
決

意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

全
国
結
集

行
動

■
福
岡
合
同
労
組
、

虹
ヶ
丘
学
園
、

県
庁
前
抗
議
情
宣

障
が
い
者
施
設
の
偽
装
閉

鎖
、
全
員
解
雇
か
ら
一
〇
年

が
経
過
す
る
が
最
高
裁
は
偽

装
閉
鎖
を
認
定
、
解
雇
無
効

の
決
定
を
出
し
た
。
し
か
し
、

福
岡
県
と
虹
ヶ
丘
学
園
を
経

営
す
る
三
郡
福
祉
会
が
結
託
、

法
人
を
解
散
し
た
た
め
、
戻

る
職
場
が
無
く
な
っ
た
。
福

岡
県
の
責
任
を
追
及
す
る
マ

イ
ク
情
宣
と
ビ
ラ
ま
き
を
私

服
警
官
と
警
備
員
の
妨
害
を

許
さ
ず
、
五
一
名
が
一
時
間

に
わ
た
っ
て
貫
徹
し
た
。

■
福
岡
合
同
労
組

フ
ァ
ビ
ル
ス

本
社
前
闘
争

福
岡
駅
博
多
口

前
の
三
井
物
産
ビ

ル
に
あ
る
本
社
に

対
し
フ
ァ
ビ
ル
ス

会
長
名
で
の
組
合

に
対
す
る
不
当
労

働
行
為
の
「
陳
謝

文
」
を
載
せ
た
ビ

ラ
を
配
布
、
組
合

の
先
頭
で
闘
っ
て

き
た
Ｋ
さ
ん
の
病

気
復
職
を
認
め
よ

と
四
八
名
の
結
集
で
声
を
挙

げ
た
。
【
写
真
】
。

■
明
大
生
協
労
組
・

福
岡
地
裁
抗
議
情
宣

続
い
て
福
岡
の
繁
華
街
天
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神
の
西
側
に
位
置
す
る
裁
判

所
前
で
の
抗
議
行
動
明
治
大

学
の
生
協
つ
ぶ
し
生
協
労
組

つ
ぶ
し
に
抗
議
す
る
現
場
行

動
に
対
し
情
宣
活
動
の
禁
止

仮
処
分
と
共
に
執
行
官
保
管

と
し
て
、
「
拡
声
器
や
組
合

旗
、
横
断
幕
を
取
り
上
げ
る
」

不
当
な
攻
撃
を
受
け
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
、
取
り
上
げ

た
拡
声
器
や
組
合
旗
の
返
還

を
求
め
た
所
「
紛
失
し
た
」

と
耳
を
疑
う
、
信
じ
が
た
い

言
葉
が
帰
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
こ
の
呆
れ
た
事
態
に
対

し
、
国
賠
訴
訟
を
提
起
す
る

と
同
時
に
、
当
の
福
岡
地
裁

に
対
し
て
、
杜
撰
か
つ
横
着

ず

さ

ん

な
対
応
を
断
じ
て
許
さ
ず
糾

弾
を
行
っ
た
。
裁
判
所
と
相

対
す
る
読
売
新
聞
、
三
井
住

友
、
電
通
の
高
層
ビ
ル
に
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
が
反
射
、

倍
返
し
と
な
っ
て
裁
判
所
に

鳴
り
響
い
た
。

行
動
の
最
後
に
裁
判
所
の

裏
手
に
あ
る
弁
護
士
会
館
で

総
括
会
議
を
行
い
来
年
の
東

京
開
催
に
向
け
た
、
六
月
の

第
一
回
企
画
会
議
を
神
戸
で

行
う
事
を
決
定
し
、
散
会
し

た
。

南
労
会
支
部

Ｉ
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左
の
表
を
、
自
分
と
家
族

の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
、
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

と
り
わ
け
「
春
」
で
す
。

こ
の
季
節
は
各
々
入
学
式
の

シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
項
目
が
あ
れ
ば
、

直
ち
に
港
合
同
事
務
局
ま
で

連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
、
用

紙
を
も
ら
っ
て
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。


